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牡蠣殻屋としては忸怩たる思いですが



養鶏業への需要
⾻髄⾻：卵殻のためのカルシウム源として利⽤され、⿃類と⼀部の爬⾍類にのみ存在。

夜間に卵殻形成が⾏われるため、低カルシウムとなりやすいことから、腹持ちの良い粒
度の粗いカルシウムが必要。

夜間に筋胃内のカルシウムレベルを上げて卵殻と⾻の強化にカルシウムを供給するため
に、2〜4mm の粗⽬⽯灰⽯あるいは牡蠣殻を添加する。

育種改良側としてはより太い⼤腿⾻（カルシウムタンク）を⽣み出して昼間の⼩粒度カ
ルシウム供給のみでカルシウムサイクルが成り⽴つよう改良を続けている。

牡蠣殻はあくまで単味添加飼料であり、完全配合飼料原料となることは価格⾯や物流⾯
で⾮常に困難。育種技術が上がるたびに設計上の必要性が乏しくなることが多い。

畜産では他にカルシウム代謝が多いものに乳⽜があるが、分野のデリバリ、利⽤技術普
及に課題がある上、採卵養鶏ほどの消費量は望めない。
その他の畜種ではカルシウム要求量がそれほど⾼くないことから、基本的にカルシウム
分の別添加はない。



肥料への需要
肥料⽯灰でのイロハは鉱物性⽯灰であり、⽯灰岩やドロマイトが基本的な資材である。
牡蠣殻は⽯灰として、上記のものよりも⽐重が軽く、⼟壌の固相・液相・気相を乱しにくい
ことなどから、⽯灰の中の選択肢の⼀つ「プレミアムな⽯灰」として優位に取引ができる。
牡蠣殻の⼯業加⼯は⽯灰岩加⼯よりも規模が⼩さく、また多孔質であることから、肥料とし
ての保証を担保するための乾燥、また雑物除去等にも⼿間がかかることから、コストがかか
る。
実勢、鉱物性⽯灰に⽐べると倍近い価格であるが、特に塩類集積園での初期⽣育の良好さな
どから、専業農家からも定評がある。
ここ20年の飼料の軟調をカバーしたのは肥料の出荷成⻑である(であった)。

飼料も含め、牡蠣殻は単純粉砕品でおおむね、㎏/17〜20円
対して鉱物由来の肥料⽤炭カル、苦⼟⽯灰は㎏/９〜11円と開きがある。
良いことがわかっていても、特に畜産利⽤では価格差は埋まらないという解釈も多い。今の
ところというか、昔から地道な実証と営業努⼒でその価格差は埋められている。



２０２２年ショック
⿃インフルエンザ
・過去にない規模 2021-2022 987万⽻

2022-2023 1740万⽻
・過去にない経路 野⿃・ネズミ→⾶来⾍？

窒素、リン資源をはじめとした肥料国際価格⾼騰
・堆肥シフト 堆肥は⽐較的ｐH⾼い
・買い控え 安価製品や施⽤控えなど
・離農 2022がなくとも続く

○牡蠣殻原料にして1.5万トン超（概算）の消費減となっている。



緊急的な消費先として漁場改良としての利⽤
漁場改良材として
安芸津の底質改善として⽶マイクロン社の寄付⾦財源に、流域圏環境再⽣センター（⼭本⺠治代表）「安芸津町
三津湾の泥⼲潟改善プロジェクト」として2023年より海域散布。
ほか、有明海など底質改善⽬的の散布事業は複数ある。

広島牡蠣を⽣産し続けるには緊急的に、余り牡蠣殻３万t・6万㎥/年以上の消費が必要、現在は完全に雑物を除い
た「牡蠣殻製品」が使われており、これであればどこに漁場改良材として散布しても問題はない。ただしコスト
は５億円を超える。…財源は？

コストを抑えるため、牡蠣殻の堆積場でおおむね1か⽉以上堆積した牡蠣殻を漁場改良材としてカキ業者団体が有
価物で買い上げ、海域散布することができないかを模索中。牡蠣業者の⼿元時点でゴミが混⼊しないよう徹底し
た原料を堆積し使⽤することが絶対命題。
財源は筏割りの拠出⾦（例：カキ漁場⼀台⾏使につき漁場維持改良経費等として1万円を県漁連等が窓⼝で徴収＝
1.2億円程度の財源となる）が検討されている。
→ゴミの混⼊していない⾙殻の集積・財源が確保され、遅いながらも業界対応が動きつつある。

経済損失：同数量の牡蠣殻の消流確保できず、牡蠣が⽣産されないと概算30億円超の⼀次⽣産額が犠牲となる。
加⼯業者も含めた延べにするとさらに影響は数倍になる。



かき殻及びかき洗浄残渣等の処理要領（広島県）抜粋

⾒れば何とかなるように設定してあるのだが、周知
不徹底や準備不⾜などの業界の怠慢もある。
沿っての運⽤には費⽤負担とゴミ混⼊ゼロに向けた
業界ルールの環境整備が必要で、急ぎ調整中。



活路模索
セメント利⽤検討
前向きに成分分析等を協⼒・検討いただくも、塩素基準500ppm
以下を満⾜するには⽔処理や⻑期の陸堆積が必要。
費⽤についても、カルシウム原料ではあるため優位に進める可能
性もあったものの、最終的には受⼊額がフライアッシュ等の相場
１万円/ｔが提⽰額。＋搬送費では厳しい話となる。

ほか、バイオマス・RPF等燃料の塩素ガス発⽣抑制としても検討
されているが、形態が「受け⼊れ」となると産業廃棄物処理業者
で⼀般廃棄物を扱うこととなることが障壁となる。





カーボン吸収源としての考え⽅
⾙殻は炭素吸収源になりうるか？
2003年ヒアリング（県内⼤学・環境系 教授 2名）
返答：牡蠣そのものの呼吸で出るCO₂から考えると吸収源にはならない。

〜現在の若⼲の解釈変化
実際には地球上の炭素固定の⼤部分がCaCO₃として化⽯化していることを鑑みれば、化⽯
鉱物由来の炭酸カルシウム源よりもバイオミネラリゼーションにより⽣み出される、炭素
固定サイクルの⾒えやすい炭酸カルシウムを優先的に使うべきなのは⾔うまでもない。
垂下式カキ養殖の「漁礁」は海藻類や植物プランクトンが⾼密度であり、実は多くのブ
ルーカーボンを抱えている。それだけでも炭素収⽀は⼤きく変わる。これからの収⽀計算
での定義次第で変わる可能性もある。
炭素は関係ないが、有機資源協会の解釈ではバイオマス資源としてカウントできる資材で
ある。

※有機炭素、無機炭素の海洋サイクルなど⽣態学的な詳細検討はすみません、⾶ばしてしまった理屈です。



ＡＩ(Google SGE)はどう答える？
「⾙殻」「炭素固定」で検索

『⾙殻は炭酸カルシウム（CaCO3）でできており、海⽔中のカルシウムと⾙の呼
吸によってできる⼆酸化炭素が反応して作られます。⾙殻の約 44% は⼆酸化炭素
を固定しており、25 万トンの⾙殻は約 11 万トンの⼆酸化炭素を固定します。

⾙殻をコンクリートに混ぜることで、コンクリート内部に⼆酸化炭素を固定する
ことができます。⾙殻を砕いてつくった細⾻材（⾙殻砂）は、主成分の 90% 以上
が炭酸カルシウムで、その質量のうち約 44% を⼆酸化炭素が占めます。コンク
リートを構成する⽔、セメント、細⾻材、粗⾻材のうち、細⾻材を⾙殻砂に置き
換えることで、コンクリート内部に⼆酸化炭素を固定し、カーボンニュートラル
に貢献する狙いがあります。』

Googleより引⽤
・・・想像よりシンプル。



Carbon Fixation by Florida Cultured Clams

Purpose:Carbon CycleCarbon dioxide (CO2), a 
major greenhouse gas, dissolves in water and is 
incorporated by shell-producing organisms into 
calcium carbonate (CaCO3).  CaCO3 from 
mollusks and other organisms can persist 
indefinitely as limestone.  In contrast, the 
carbon contained in most plant and animal 
tissues return to CO2 in a few years, at most.  
Molluscan shellfish aquaculture, therefore, has 
two products̶food for humans and long-term 
storage of greenhouse gases. Shellfish 
aquaculture practices, however, do not produce 
merely the shells of the product species, but 
also attached or associated shell-bearing 
animals, such as oysters and snails.  Under 
lease siting provisions, shellfish aquaculture is 
conducted in areas that did not previously 
support shellfish populations, so most of the 
associated shell can be considered production 
that would not have otherwise occurred.

University of Florida フロリダ⼤学 論⽂より



アップサイクルについて

JAPAN MOBILITY SHOW 2023  MAZDA 公式ホームページより

現在、国内だけでなく、国外からもサンプル要請がある。

…のは良いことなのだが、
⼯業分野の応⽤がまだ浅く、農業中⼼の供給である現在の製品との技術的な乖離を縮める必要があ
る。

テスト段階で「牡蠣殻（⾙殻）ではダメだ」と⾔われる前にマーケットインできる製品群を揃える
必要がある。

今現在の海中溶存炭素の⽯灰化サイクルで運⽤することのできる牡蠣殻をより多くの世の中の固定
部材に使いたい！



幹の部分も強靭に。
丸栄株式会社では、これまで園芸（野菜・果樹）に重きを置いた肥料
の販売形態から⽔稲等基幹作物向けの製品を新たにラインアップ。既
存⼯場設備を増強し（2024年稼働）、鋭意データの集積中です。



ご清聴ありがとうございました。


